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マイコン

によるエアガン③モニ

タの開発

西村清和(海洋地質部)

KiyokazuNエsHIMURA

1.はじめに

マイクロコンピュｰタ(略称マイコン)の出現で今迄

夢であった個人でコンピュｰタを持つことが現実のもの

になった･学生など若い人たちを中心にマイコンが

ブｰムとなっている1マイコンを前にしてテレビゲｰ

ムに興ずる光景はマイコン販売店でよく見かける.趣

味としてのマイコンの利用のされ方はこのようにまだ

まだテレビゲｰムの域を脱していないのが実情のようで

ある.マイコン=テレビゲｰムという一般的なイメｰ

ジはあるカ:それはマイコン利用のごく一部でしかない.

マイコンの応用分野としては自動車家電製品機械制

御計測器デｰタ処理などがありあらゆる産業分野

で着々とマイコンの利用が進んでいると言える.

海洋の分野でもマイコンを応用した調査機器が見られ

るようになってきた.

ここで紹介するのは海洋地質調査でのマイクロコン

ピュｰタの一応用例で地質調査船白嶺丸に使用されて

いるエアガン音波探査装置のコンプレッサの圧力お

よび温度を遠隔監視するエアガンモニタシステムである.

エアガンによる音波探査システムでは高品質の探査

記録を得るために音源であるエアガンやエアガンに圧縮

室気を供給するコンプレッサを常に最良の状態で作動さ

せなければならない.これらが作動不良に陥いると発

震しなくなったり音圧が低下したりしてその結果

探査記録を得ることができなく放ってしまう.コンプ

レッサの作動はこのように重要である.加えて発生さ

せる圧縮空気は100㎏/cm2以上の高圧であるためそ

の運転は細心の注意を払わなけれぱならたい.かつて

音波探査や地震探査に火薬を使った時代にくらべればそ

の注意や緊張は軽度に狂った･その代り運転時間は長

くだり火薬のように夜は法規で使えないために人は休

むということもなくなった.

地質調査船白嶺丸に据付けたエアガン用コンプレッサ

は最大圧力3,000PSI(poundpersqua.einchユPSI=

0.07kg/cm2=6.9×103Pa(パスカル))空気供給量120SCF
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血3/min)でNorwa1k社製である.圧力の単位として

kg/cm2が一般的であるがエアガン音波探査ではPsIカミ

使用されている.第1段から第4段1までの4つのコン

プレッサが直列につながり順次圧力を上げていくよう

になっている.コンプレッサの作動が異常たときは

各段の圧力が所定の値を示さなかったり排気弁や冷却

水の温度が異常に上昇したりする･音波探査を行って

いるときは第1段から第4段のコンプレッサの庄カ

排気弁の温度冷却水温度エアガンマニホｰルドの圧

力指示などを30分母にチェックしていた.しかしコン

プレッサを設置してあるコンプレッサ室と調査機器を

設置してある第!研究室とは第3図に示すように離れて

第1図マイクロコンピュｰタの一例PC-8001(日本電気)第2図

別名パｰソナルコンピュｰタコンピュｰタ本体と

キｰボｰドが一つのケｰスに入っていて専用ディス

プレイで表示するプログラム言語はBASIC

ワンボｰドマイコンの一例EX-80(東芝)CPU

やメモリなどがボｰド上に取り付けてあるエアガ

ンモニタはこのマイコンをべ一スにして開発した�
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第3図地質調査船白嶺丸の見取図
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第4図エアガン音波探査システムのブロック図

おり突発的なトラブルが生じ･ても従来の方法では対応

できずまたすべて人手に頼っているので能率的ではな

かった.そこで第1研究室でエアガンコンプレッサの

圧力温度を常時監視できるようにするため海洋地質

部玉木賢策技官らによってコンプレッサに圧力センサ

と6チャンネル分の熱電対素子を取り付け第1研究室

にはアナログ式圧力表示器およびデジタル温度計を

設置した.これによりコンプレッサの出力部の圧力と

各段の温度冷却水の温度カミリアルタイムで表示できる

ようになった･このシステムの導入により大巾に機器

の動作の信頼性と能率を上げることができた.しかし

温度計のチャンネル切換が手動であったり警報回路が

不完全であったりして改良すべき点がなお多かった.

そこでさらに前記システムに最近急速に発展してきたマ

イクロコンピュｰタを導入して圧力温度のモニタテレ

ビヘの表示警報機能デｰタ収録機能などを持たせ高

能率のエアガンモニタシステムを完成させた.

本システム開発の目的をまとめると次のとおりである.
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(1〕従来人手に頼っていたエアガン

コンプレッサの作動状態の監視を

自動化してコンプレッサの圧力

温度の異常の検知によりコンプ

レッサやエアガン発音体のトラブ

ルを直ちに察知し対応できるよ

うにする一

(2)その結果常に質の良い探査記

録を得ることカミできるようにする.

2.本システムの概要

このエアガンモニタシステム

(第5図)は次の機能を有する.

(1)エアガンコンプレッサの出力

部の圧力および第1段～第4

段のコンプレッサ･の排気弁の

温度冷却水の温度をモニタテレビに常時表示する.

値の更新は10秒毎に行う.

圧力が予め設定した上限値下限値を越えたときま

たは各部の温度が予め設定した上限値をこえたとき

にブザｰカミ鳴りランプカミ点灯する･モニタテレビ

には異常箇所が表示される.

圧力温度値を所定時間毎にプリンタヘ打出す･

また異常の発生したときや手動でも打出す･

本システムはワンボｰドマイクロコンピュｰタ圧力

センサとA/Dコンバｰタよりなる圧力測定装置熱電

対素子入力切換回路デジタル温度計からなる温度測

定装置外部機器とマイコンとをインタフェｰスするパ

ラレルI/oポｰト時計アラｰム回路プリンタモ

ニタテレビなどから構成されている(第6図).

エアガンコンプレッサの出力部での圧力の値は圧力セ

ンサで電圧信号に変換される.この信号は第1研究室

にあるコンソｰル内のA/Dコンパｰタヘ送られマイ

コンからの制御信号に従いデジタル化される･デジタ�
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策5図エアガンモニタシステムコンソｰルの外観左上の

LED表示はデジタルパネルメｰタ中央は時計の表

示左下3つのランプは左から電源圧力警報温度

警報の各ランプ右下はキｰボｰドを示すコンソ

ｰルの上にはプリンタが置いてある

ル信号はI/oポｰトを介してマイコン内に転送される.

コンプレッサの第1段～4段の排気弁の温度冷却用清

水の温度および冷却用海水の温度は熱電対素子で検知

されリレｰで構成された入力切換器を経てデジタノレ

温度計に入力する.入力切換器のリレｰの開閉はや

はりマイコンのプログラムにより制御されていて順次

リレｰを切換えてチャンネル1から6の温度測定を行う･

測定されデジタル化した信号はマイコンに転送される.

マイコン内ではプログラムに従いモニタテレビに圧力

値温度値を表示するとともに予め設定した上限値

下限値との比較を行いリミットを越えている場合警報

を発するようになっている.また所定時間毎に圧力値

温度値をプリンタで印刷する｡

マイコンを用いて計測システム恋とを構成する場合

そのアプリケｰションプログラムをコンピュｰタが直

接解読できる機械語で作成するかあるいはBASICや

FORTRANなどの高級言語で作成するか二通り考えら

コンプレッサ室←

r固一→r

IコンプレッサCH1

�

第1段1第蛾CH2

ぐ上=第4段1第3段

�㌀

エアガンCH4

れる･両者には一長一短がある.機械語によれば

BASICに比べ少ないメモリ容量でプログラムを作成

できるし実行速度も早い.その反面プログラム作

成が複雑になる･一方高級言語の場合はこの逆が

言える.メインプログラムをBASICやFORTRAN

で作成し外部機器とのデｰタのやりとりを機械語サ

ブルｰチンで行うケｰスもある･

本システムではすべて機械語を使用している.プ

ログラムの開発は別のマイコンでアセンブラを用いて

行った.アセンブラは機械語と1対1に対応する

記号言語で機械語でプログラミングするよりも簡単

になる.アセンブリ言語で記述されたプログラムは

機械語に翻訳される.

3.本システムの構成

3-1マイクロコンピュｰタ

本システムで用いているコンピュｰタは一枚のボｰド

上にCPU(Centra1processingmit)ROM(Readonly

m.mo.y)RAM(R｡血domacc｡｡smem｡｡y)狂とが実装

されているのでワンボｰドマイコンあるいはシング

ルボｰドマイコンと呼ばれている.型式は東京芝浦電

気㈱のTLCS-80A･EX-80である｡このマイコンは

8ビットCPUTMP9080AC(8080系)が使用され入

力装置として16進キｰボｰド出力用のテレビインタフ

ェｰス入出力制御用のモニタプログラムプログラム

の入出力を行うためのカセットテｰプインタフェｰスが

装備されている(第7図)･本システムに適用するため

に若干の改造を行っている･改造箇所は16進キｰボｰ

ドを外しそれに代るキｰボｰドをコンソｰルの前面パ

ネルに取り付けたこととRAMを2Kバイト増設した

ことである.

3-2パラレルインタフェｰス

CPUが外部からデｰタを読んだりCPUから外部に

CH5冷却水(清水)一

CH6{令却水(芋毎フk)→
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策1表マイコン

��　

の主な仕様

項目

仕

様

��

クロック周波数

ROM実装容量

RAM実装容量

入出力装置

1.キｰボｰド

2.LEDディスプレイ

3.テレビディスプレイインタ

フェｰス

4.オｰディオカセットテｰプ

レコｰダインタフェｰス

5.パラレルI/oポｰト

TMP9080AC(8ビット並列処理)

㈬〴��

最大4Kバイト(ボｰド上)

マスクROMTMM331AP(2Kバイトモニタプ日グラム)

最大2Kバイト(ボｰド上)TMM322C

デｰタキｰ0～F16キｰプァンクションキｰ9キｰ

テレビ音声を利用した入力音付

7セグメントLEDによるユ6進表示アドレス4桁デｰタ4桁

家庭用白黒又はカラｰテレビ接続可能

キャラクタ/ビットパタｰン表示かSWで切り換え可能

キャラクタジェネレｰタT3477AテレビシンクジェネレｰタTC5003P

カンザスシティ規格に準ずる転送速度300bit/sec変調方式FM

プログラマブル･コミュニケｰション･インタフェｰスTMP9551C

8bitx3ポｰトTMP9555C

デｰタを送り出す場合インタフェｰスが必要となる.

パラレノレとシリアルのインタフェｰスカミあるが本システ

ムはPPI(Programab1eperiphera1interface)と呼ばれる

パラレルインタフェｰスで外部機器とのインタフェｰ

スを行っている･マイコン内部にあるPPI(I/oポｰト

とも呼ぶ)はインテル社C8255と互換性のあるTMP95

55C(東芝)である.ポｰトAポｰトBポｰトC

のそれぞれ8ビットのポｰト(接続端子)がありそれぞれ

プロノグラム上で人カボｰトとするか出カボｰトとするか

指定できる.ポｰトCだけは上位4ビット下位4ビ

��剏�啓

D^TムEUS

AD]⊃買ESSBUS

第7図
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口�ク目ソクゼネレｰダ(;㌫)��CPu(TMP9080^O)システムコyトロｰラ(TDP8228P)��オｰディオカセットインタｰフニｰス(Tl』P955!0)�プログラマプルエ■Oポｰト(TMP9555C)�
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lTV受像機1
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ワンポ｡一ドマイコシ

ットずつ入出力の指定ができる(モｰド0のとき).PPI

の機能はデｰタを入力する場合であればプログラムの

IN命令で人カボｰトのデｰタカミCPUのアキュムレｰ

タに入る.デｰタを出力する場合であればプログラム

のOUT命令でアキュムレｰタのデｰタが出カボｰトに

出力される･マイコン内のI/oポｰトは3ポｰトしか

放くすでにキｰボｰドの制御用に使用しているので

別の基板でI/oポｰトを増設した､使用しているI/o

ポｰトはμpD8255(日本電気)で4コ使用して12ポｰ

ト確保されている.cPUとI/oポｰトとの接続は

デｰタバス制御バスアトレスパ

スの一部を介して行われている.

各ポｰトは第8図のようにA/Dコ

ンバｰタ(デジタルパネノレメｰタ)や

デジタル温度計時計のデジタル出

力に接続されている｡

EX-80のシステムブロ

ック図

3-3アラｰム回路

コンプレッサの作動が異常となり

圧力値カミ予め設定した上限値下限

値をこえた場合や温度値が上限値を

こえた場合ブザｰやランプが作動

するようになっている.プログラ

ム上で測定値と上･下限値との比較

を行いリミットを越えていると

I/oポｰト上にセットパルスが出力

される.アラｰム回路は圧力用�
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デンタル温度計出カベ入力切換器へ
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�EX-80��ワンボｰド�マイコン����

温度計インタフェｰス･アラｰム･インタｰバルパルス発生基板

温度用の2つのフリップフロップ回路がある.フリッ

プフロップにセットパルスが入ると出力Qカミ“1"と恋

りLEDランプカミ点灯しブザｰが鳴動する.フリップ

フロップのリセットは時計からの10秒毎のインタｰバ

ルパノレスで行っている.

第8図

I/0ポｰトと外部

機器とのインタ

フェｰス

うになっている.プリント間隔として5101530

60分が選べるようにプログラムを作成してある･

コンプレッサの出力の圧力値1～6チャンネルの温

3-4時計

プログラムを制御するための10秒毎のインタｰバルパ

ルスを発生させたりプリンタにデｰタを印刷するとき

あわせて目時の表示をするためマイコンとは独立した

水晶時計を設けてある｡この時計ユニットは発光ダイ

オｰド(LED)による時分秒の表示とBCD(Bina.ycoded

decimal)のデジタル出力を備えている.マイコンには

時と分のBcD出力かI/oポｰトを介して転送される.

秒の桁のBCD出力にはアンド回路を設け10秒毎のイ

ンタｰバノレパノレスを発生させている･この時計の型式

はDC-550(株)テダ電子研究所製である.

3-5プリンタおよびモニタテレビ

プリンタとして放電破壊式の小型ドットプリンタ型

名Loget･cK-11K関東電子機器販売(株)製を使用して

いる.1行最大32桁が印刷でき文字の種類は英数字

カナ記号の128文字文字構成は5×7のドットマト

リクスである.インタフェｰスは8ビットパラレルで

マイコン内のI/oポｰトを使用してマイコンと接続して

いる.このプリンタで所定時間毎および異常発生時

に圧力値温度値目付時刻を打ち出し記録するよ

第9図プリンタの印字例30分母に印刷した例

上段は月目時間圧力側P(PSI)中段

はチャンネノレ1～4の温度値(｡C)下段は

チャンネル5～6の温度値(｡C)をそれぞれ

表示�
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変位一電

変換回蝪

華

ブルドン管

検出部

リ!ク

ゼクタ

第11図

†

圧力

圧力センサの構造

第10図

モニタテレピヘの測定値の表示例画面の3段目

は月目4段目は時刻5段目はコンプレッサ圧力

値(単位PSI)6～11段目はチャンネルユ～6の温

度表示(単位℃)

度値目付時刻のリアルタイムの表示はモニタテレ

ビで行う､マイコン･EX-80にはボｰド上にテレビ表

示用のインタフェｰス回路が組込まれているので一般家

庭用テレビをモニタとして使用することができる.第

10図は表示例を示す.

3-6圧力測定装置

コンプレッサの出力での圧力の測定および測定値の

デジタル化は圧力センサとA/Dコンバｰタで行って

いる.圧力センサは(株)干野製作所製の型名PB-11で

コンプレッサのレシｰバの出力側で圧力を測定している.

センサ内にはブノレドン管があり圧力が増加するとその

先端部が変位して指針を動かす.またブルドン管先端

��バッフア

�r�一一■

��■一

�出�

�力�一一.

�ポ�一`

�i�■一

�ト�一■

�しI�■■

マ�/�

イ�O�フォトカプラ

�†rト�一一

コ��一'

��`■

ン�入�一■

�力�■

�ポ�

�i�一■

�ト�`一

�L�一一

��

にはアルミ箔が取り付けられておりこれと電気変換

部のピックアップコイルとの位置が変化するとその移

動量に比例した電圧信号が出力される(第11図).測定

範囲はO～3,000PSI(o～210kg/cm;)でこのとき出力電

圧は0～10mVである.この電圧はコンプレッサ室か

ら25m程離れた第1研究室のモニタシステムのコンソｰ

ル内のA/Dコンバｰタヘケｰブルで伝送される･A/D

コンバｰタとしてデジタルパネルメｰタ型名DP-502

桑野電機(株)製を使用している.これはデジタル電圧

計と何ら変りないものでLEDによ'る電圧値の表示と

BCDによるTTLレベルのデジタル出カガミある.表示

桁数は4%桁でO～±199.99mVの電圧測定カミできる.

A/D変換の方式は二重積分型で測定時間300msecと低

速であるカミ本システムでの使用には充分である.デ

ジタノレバネルメｰタのBcD出力はI/0ポｰトに接続し

てありマイコンからのスタｰト信号で圧力信号がA/D

変換を開始しデジタル化された信号はI/oポｰトから

マイコン内に転送される.

｢卿昇■r豚｢熱電対

��㌭�

フォトカプラ

第12図マイコンと入力切換器

｢

1ノ･ンフア1

�

L__｣

��

��

ノ｡ζ

/Cタ

101Dル

バ齢

r計

��

ノ]

デジタノレ温度計とのインタフェｰス

��

�㌀

C服

��

��

温度測定装置

コンプレッサの温度測

定および測定値のデジタ

ル化は6組の熱電対素子

入力切換器およびデジタ

ル温度計で行う.熱電

対素子の先端部はコンプ

レッサの第1段から第4

段の排気弁および冷却清

水冷却海水の供給管の

表面に貼りつけてある.

チャンネノレ1～4はそれ

ぞれコンプレッサの第1�
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段～4段の温度測定チャンネル5は冷却清水

チャンネル6は冷却海水の温度測定を行う.各

熱電対素子は第1研究室の入力切換器へ接続し

てある･入力切換器は一種のマルチプレクサで

1コのデジタル温度計で6チャンネルの温度測定'

ができる･入力切換器はリｰドリレｰで構成さ

れている｡マイコンのプログラムによりリレｰ

に対赤する出カボｰトのビットが“1"になると

リレｰは作動し熱電対の1つとデジタル温度計カミ

つながり測定が可能となる(第12図).

リレｰの接点は1チャンネノレから6チャンネルま

でマイコンの制御により順番に切換えられる.

デジタル温度計は型名U-2638店用電子工業

(株)製でLEDによるデジタル表示とBCDデジタ

ノヒ出力が付いていてO～399.9℃が測定できる.

A/D変換部は二重積分型で変換速度は400msec

(最大)である･測定した温度値はBCDによる

TTLレベルのデジタル信号として出力されI/o

ポｰトを介してマイコンヘ入力される.デジタ

ル温度計と入力切換器はモニタのコンソｰルから

4m程離れた場所にある･マイコンのI/oポｰ

トとデジタル温度計入力切換器を直接つなぐと

ケｰプノレが長く衣るため外部雑音で誤動作のおそ

れがある･これを防止するため両者をフォト

カプラで電気的に絶縁し信号線にはツイストペ

ア線を用いている･第13図にはその具体的な回

路例を示してある.

4｡ソフトウェア

マイコンを応用した計測システムを開発すると

きソフトウェア開発の労力は多大でハｰドウ

ェアが全部完成しても仕事は半分しか終ってい狂

いと考えても良い｡本システムではA/D変換

器デジタル温度計などの制御をすべてプログラ

ムで行っているのでプログラムなしではシステ

ムを作動させることはできない.

本システムのプログラムはメモリアドレス8780

H～8F77H(2Kバイト)のRAMに格納されてい

る(第2表)･プログラムはメインプログラムと

第2妻メモリマップ

アドレス(16進)

〰〰

～

��

�〰

～

��

�〰

～

��

�〰

≧

��

��

～

��

�〰

～

��

��

ぞ

��

�〰

～

��

メモリ容量(バイト)

�

��

��

��

��

��

用途

モニタプログラム

ブランク

モニタワｰキングエリア

RAMエリア(未使用)

エアガンモニタのパラメｰタ

バッフアおよびワｰキングエ

リア

エアガンモニタのプログラム

エリア

RAMエリア(未使用)

ブランク

サブルｰチンとから構成されている.プログラムをで

きるだけモジュｰル化すると開発が容易になりデバッ

クもやりやすくなる｡第14図に本システムのメインプ

ログラムを示す.殆どCALL命令で構成しサブルｰ

チンを呼び出すようにしてある･各サブルｰチンの先

頭番地と機能は策3表に掲げた.

��

マイコン

出カボｰト

ツイストペア線

R330Ω

ミ

フォト･カプラ

��〴

リｰド

りレｰ

TR.2SC13工8

第13図入力切換器回路例�
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第3表

サブルｰチンの名称と機能

サブノレｰチン名

���

䑓��

���

協剔

䑓�

��

���

��

呍䑓倀

���

���

��

偃低

��

���

偗�一

卅�

��

���

��一

���

先頭番地(16進)

��

��

��

��

��

��

��

89Fユ

��

�㈱

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

内容

I/oポｰトをイニシャライズする

Ty画面に初期設定値を表示する

プリンタのイニシャライズ指定された印字間隔によりジャン

プテｰブルの内容を書き換える

キイ入力があったときプログラムを次のステップヘ連める

TV表示画面の作成を行う

インタｰバルパルス(10sec)の検出

時計の表示(時分)をCPUへ転送

目付の歩進大の月小の月を自動的に判別

月目時分のTyへの表示

A/Dコンパｰタヘのスタｰトパノレスを発生させる

A/Dコンバｰタのデｰタを取り込む際の遅延モニタプログ

ラム中のサブルｰチン

A/Dコンバｰタの圧力デｰタの取込み

圧力デｰタ(電圧)をPSIに直すP=3*EニヒB式を使用

圧力値のTV表示

圧力上限下限の判別上･下限値をこえているときはキャリ

ｰフラグを立てTVにHLの表示をする

圧力が上･下限値をこえたときブザｰを鳴らしランプを点灯

させる

1～6chの温度選択各デｰタバッファヘ転送

1～6chの温度をTVへ表示

1～6chの温度か上限値をこえたかを判別こえているときはキ

ャリｰフラグを立てTVに*マｰクを表示

温度が上限値をこえたときブザｰを鳴らしランプを点灯させる

プリンタの制御

プログラムの動作をフロｰチャｰト(第15図)にしたが

い説明する.プログラムは最初にI/oポｰトのイニシ

ャライズ(IOINI)を行い次に圧力の上･下限値温度

の上限瞳プリント間隔月目などのパラメｰタをテレ

ビに表示する(DSINA).テレビヘの表示例は第16図に

示してある.キｰボｰドのリセット以外のいづれかの

キｰが押されると画面作成ルｰチン(STRT)ヘブログ

ラムが進む.ここでモニタテレビの画面作成が行われ

るとインタｰバルパルス検出ルｰチンヘ造み10秒毎の

インタｰバルパルスが検出されるまでINTルｰチン内

でルｰプしている.インタｰバルパルスが検出される

とルｰプから抜け出て先ず時計の時分をマイコン内の

メモリヘ転送する(CKM10V).DATEルｰチンでは大

の月小の月うるう年の判別を行い月目の変更を行う.

次いでA/D変換器を作動させ(PsTRT)圧力信号をマ

イコン内に取り込む(DPM)･圧力は電圧値でメモリに

格納されるがこれを圧力値に変換したければならない.

10mVで3,000PSIの関係にあるので簡単な計算式P

=3×E土BでPSIの値に変換する(PCON).Pの単位

はPSIEは電圧値で単位は10μVBは圧力値をソフ

ト上で調整するためのバイアスで単位はPSIである.

PSIに変換した圧力値はモニタテレビヘ表示をし次い

で予め設定した上限値下限値を越えていないかをPLI

MTルｰチンで判別する.最初上限値と測定値との比

較を行い次いで下限値との比較を行いリミットを越

えた場合キャリｰフラグを“1"とするように在って

いる.このプログラムは第17図にプログラム側として

示した.キャリｰフラグに“1"が立つとPWARNル

ｰチンにジャンプしアラｰム回路が作動する.温度

計の入力切換器のリレｰの作動測定温度デｰタのマイ�
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昌昌一日.51二.引班唱､J卜1FI皿1

第ユ4図メインプログラムADRS:番

地(16進)M-CODE機械語を

示す

第16図

モニタテレビヘの初期条件の表示画面の2裂目は月

目3裂目はGMT/JsTの別4段目は圧力上限値(単

位PSI)5段目は圧力下限値6段目～ユ1段目はチャ

ンネル1～6の温度の上限値(単位｡C)12段目はプリ

ンタの印字間隔(単位分)

協��

イニシャライズ

各条件TV表示

KEY入力一

�

祥匀

TV画面作成

インタｰバル

nOパルス検出

❹�

日付時分変更

およびTV表示

圧力デｰタ入力および換算

Vρ吐→P.S.I.

圧力デｰタ

TV表示

上限二下1眼,yeS

をご足たカ･

nOアラｰム回路

フラグセット

温度計入力切換

温度デｰタ入力

温度デｰタ

TV表示

祥匀

限をこえたか?

n0アラｰム回路

フラグセット

プリンタ制毛卸

第ユ5図

エアガンモニタプログラムのブロｰチャｰト

コン内への取り込みはSELCルｰチンで行ってい

る.リレｰの切換は約1秒毎に行うがパラメｰ

タ(TIMR1TIMR2)の変更によりその速度の調節

ができる.温度測定の場合も上限値と測定値との

比較ルｰチン(TLIMT)がありリミットを越えた場

合アラｰム回路が働く.PRCNTルｰチンでは予

め設定した時間間隔(510153060分)でデｰ

タの打ち出しカミできるようにプログラムしてある.

以上の処理が終了するとプログラムはインタｰバル

パルス検出ノレｰチン(INT)ヘジャンプし次のイン

タｰバルパノレスが来るまでINTルｰチン内でルｰプ

する.�
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榊榊馴朋〔1mNE=FLエ町榊=｡:ADRSSETRUNである.各パラメｰタ

蟹晒呂FFL閉不細白曾アキュムレｰタの値をOにするがテレビ画面に表示されるので(第16図)正

LX工H･細閉工

暮卿挑門口VM圧ヵ測定値上位2ケタをBレジスタヘ梅iしくセットされていることを確認する.正し

暮1二閉醐帥昌7L蝸FL舳i圧力上限値上位2ケタをAレジスタヘ

ξ旺｡鵬酬FBアキュムレ_タ(A)とBレジスタとを比較ければRESETキｰ以外のいずれかのキｰを押

蟹〔EE〔台F7昌こJZXエOA=BZフラグにiをセット.X工0ヘジャンプ

蝸5則J仁湘A〈Bキャリｰフラグに1をセツト.X壬Oヘジャンプすと測定カミ開始される･もし正しくセットさ

着こ戸卑〔;O?君コJ門FX;OA>BXヨOヘジヤンブ

艀7肝舳榊角れていない校らRESETキｰを押して再度パラ

LX工H=自口F拘三

暮〔冊桃柵)則問測定値下位2ヶ夕をBレジスタヘメｰタのセツトを行う･プログラムのセツト

暮肝講珊7』器長L棚上限値下位2ケタをアキュムレｰタは調査航海の最初に一回やれば良い.測定を

仁角;5蟹口､Jz

醐蛆｡欄舶J〔湖中止するときはRESETキｰを押せば良い.

｡ユ門F-x3⑪

凱1岬角FX醐X船白航海の終了まで電源はオフにしない.

暮rl◎台2ユ学B昌7LX]二H,角口F椚工

帥O口牝削)B}測定値上位2ケタをBレジスタヘ

婁器…欝舶ア鵠暮暮L糺エ下限値上位2ケタをアキュムレｰタaフィｰルドでの使用結果

暮器…鵠鷺暑莞鰐本システムは白嶺丸によるGH79-4伊豆小笠

珊蛆扉珊馴撚真刮原航海(1979年7月から約1か月間)の船上で調査

Lx工H}肝'胴三

珊F牝柵〉貝,拘測定値下位2ケタをBレジスタヘのかたわらノ､一ドウェア及びソフトウェアを開

器碧謹搬7鵠含量L糺宣下限値下位2ケタをアキュムレｰタ発し航海の後半でテストを行った.結果は

器券露芸鵠霊瀦良好であった.次いでGH80-2房総沖航海

理脇ア榊豊\言書繊H工さ亨すとで£宗手入れる(1980年4月から約1か月間)の船上で温度切替器

ξ､鵬蓄艶鶉葺鵬亨震舳TV画面に｢L･を表示等を開発しソフトウェアも作り直し機能の

霊寿菱露1フ榊蝋繊H工洪吋㌶妻入れる向上を図った･･…一･ウェイク島東方海域

彗震1壽脚欄舳帥肩角H婿鶉漸圧力異常あリ)航海(･…年･月から約･か月間)からは完全に実

葺欝塞醐欄概1,洲半むレｰタヘ･ブランク｣を入れる用段階に人1若干のプログラムの虫が発見さ

;鵠婁暮鰯評黛撒需品盃1探ン絵アれたがトラブルも放く系冬姶良好に作動した･

賃D47角FXR台角キャリｰフラグをOにする(圧力異常なし)

〔IヲRET

7｡おわリに

第17図サブルｰチンPLIMTのプログラム測定値と圧力の上限

値下限値との比較を行いアラｰム回路を作動させる.本システムの開発によりエアガン音波探査

装置のコンプレッサの遠隔監視が能率的に行え

るようになった.その結果エアガン発震系の

5.本システムの操作方法トラブルが迅速に察知できるようになり常に質の良い

プログラムのロｰドはマイコン内のカセットインタフ探査記録を得ることがセきるようになった.

エｰス(FSK300ボｰ)を利用してカセットテｰプでここで述べたのは実はエアガンのモニタではなく工

行う･ロｰドが完了したら圧力の上限値下限値温アカンコンプレッサのモニタである.しかし今後エア

度の上限値等の設定をキｰボｰドから行う｡各パラメガン曳航体の状態監視などモニタシステムを複合化する

一夕の番地等は第4表に示してある.パラメｰタの大ことを考えているので将来の開発の方針を含めエアガ

部分は10進で表示され1バイトのメモリに2桁の数字ンモニタと呼ぶわけである.

カミ入る.パラメｰタのセットが完了したら8800番地よ本システムは割り込み処理を使用せずシｰケンシャル

りランしてみる･キｰの操作は8800にデｰタを処理しているのでマイコンの使い方として

は初歩的である.しかしこれをTTL等による論理回

:十:1+:榊5U駅｡uT工旺口閉路で構成した場合回路設計の手間や部品点数の多さか

船F員OB兀口開エN兀二Hら調査研究にたずさわる研究者技術者が開発すること

蹄F口理榊昌7ξ;丁玲DP約三は到底不可能であろう･また仕様の変更が生じた場合

:三削O口BアE工N兀H

暮醐!ε帥F酬I(〕FHハｰドウェアでの変更は厄介であるがソフトウェア上

期O斗黎ヲ鴨7盲不自研削では簡単に行える･すなわちマイコンの出現により

暮帥ア｡ヲ旺丁従来ノ･一ドウェアで行っていた部分がソフトウェアに置

第18図サブルｰチンDPMのプログラムき換えられ現場サイドでの調査機器の開発カミ容易に

デジタルバネルメｰタのBCD出力をなって来たと言える.

マイコン内のメモリヘ転送する.�
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ラベル名

第4表

初期設定値の番地と内容

アドレス(16進)

デｰタ

例

内容

PLMH1�8780�19�圧力上限値上位2桁

PLMH2�8781�00�圧力上限値下位2桁

PLML1�8782�ユ2�圧力下限値上位2桁

PLML2�8783�00�圧力下限値下位2桁

TLMU1�8784�01�温度C且1上限値上位2桁(C亘:チャンネノレ)

TLML1�8785�20�温度CH1上限値下位2桁

TLMU2�8786�01�温度CH2上限値上位2桁

TLML2�8787�20�温度CH2上限値下位2桁

TLMU3�8788�01�温度CH3上限値上位2桁

TLML3�8789�20�温度CH3上限値下位2桁

TLMU4�878A�01�温度CH4上限値上位2桁

TLML4�878B�20�温度CH4上限値下位2桁

TLMU5�878C�00�温度C亘5上限値上位2桁

TLML5�878D�40�温度CH5上限値下位2桁

TLMU6�878E�00�温度CH6上限値上位2桁

TLML6�878F�35�温度CH6上限値下位2桁

PINT�8790�10�プリンタ印字間隔51015203060分から選択

���00のときはプリントなし

MON�8791�05�月05の場合は5月

DAY�8792�15�目15の場合は15目

MODE�8793�00�GMTJSTうるう年平年の選択

���OO:平年〕ST10:うるう年JST

���01:平年GMT11:うるう年GMT

TIMR1�87B0�15�温度計入力切換器の切換スピｰドの調節

���値の下2桁1secのときユ5

TIMR2�87B1�00�温度計入力切換器の切換スピｰドの調節

���値の上2桁1secのとき00

PBIAS�87B2�OO�圧カ値(PSI)のバイアス値

���正の時00負の時FF

BIASユ�87B3�00�圧カ値(PSI)のバイアス値上位2桁

BIAS2�87B4�00�〃下位2桁

回

[□

回

第19図

回

回

回

回回

圃

囮

圃

パラメｰタをセットするときのキｰ

ボｰドの操作例PLM且1PLM･

H2に圧力上限値1900(PSI)を書き

込んでいる

本システムの開発にあたり

海洋地質部玉木賢策技官には

全面的な鴇力を頂いた.厚く

お礼申し上げる.
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第20図

白嶺丸第1研究室内での使用例中央下がエアガン

モニタのコンソｰル中央上がモニタテレビ右端が

プリンタ�


